














Social Contribution in Muslim Society 

















This paper gives an overview of social contribution activities in Muslim society, 
with a special focus on anti-poverty relief efforts in contemporary Syria. Social 
contributions such as almsgiving and endowment have lost influence in modern Syria, 
but the Abu al-Nur Mosque, under the leadership of Aḥmad Kuftārū has successfully 
carried out various activities by straddling the public-private divide. In particular, the 
poverty-elimination efforts of the mosque's “Ansar” public service organization have 
bought about a reevaluation of religious organization. The case of Abu al-Nur Mosque 
and Ansar illustrate the possibility of religious activity in the service of social action, 
in the context of a historically Muslim society that is currently secular. 
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［Leeuwen 1999: 86-89］ (12)。 
しかしそれ故に、近代におけるムスリム諸国の経済的衰退、西欧による






































































































［Ḥabash 1996: 443f.］。 


























よ。そういう人たちは、栄達の道を行く。」（クルアーン 3 章 104 節） 
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ヌールの新たな存在意義として期待される点が挙げられる。2004 年 9 月に
クフターローが逝去したことを受けて、彼の末子であるサラーフッディー




















































(1) ムスリム社会を対象とした近年の研究であれば例えば［Bonner, Ener, Singer 



























ずしも一緒ではないが［al-Sulṭān 2010: 27ff.］ 、年間を通した金銀、農産物、商
品、家畜といった財産の所有量によって支払い能力及びその程度を計るという
点では近代税制度上の財産法に相当する。 
(7) 2011 年 3 月 18 日、サウジ国営放送によるアブドゥッラー国王の演説。2011 年
6 月 20 日、al-Riyadh 紙、1 面。 
(8) 2011 年 5 月 9 日、al-Riyadh 紙、11 面。 
(9) サウディアラビアの学者たちによる法裁定（ファトワー）集。 




(12) オスマン朝の研究によれば同国経済の内 17 世紀は 15.97%、18 世紀は 26.8%、













初代大統領）の世俗主義の思想に影響を受けていた［末近 2005: 187］。 
(19) 大ムフティーの職はエジプトやモロッコ等、一部を除く多くの現代ムスリム諸
国において、公式の宗教職としては最高位とされる。 













資金協力約束日別、平成 16 年度」（	 2008 年 12 月 20 日閲覧）を参照。
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/data/zyoukyou/h_16/gctb_0503.html	 それに
よると締結日：2005 年 3 月 10 日、分野：教育研究、案件名：ルクヌッディー
ン地区貧困者及び孤児対象職業訓練所設置計画、被供与団体名：アンサール慈
善協会、団体の性格：ローカル NGO、邦貨：9,970,950（円）とある。なおシリ
アにおける JICA の活動は以下を参照。http://www.jica.go.jp/syria/index.html	 
(24) 2004 年、シャイフ・アフマド・クフターロー財団制作（第一部 17 分 40 秒、第
二部 18 分 18 秒）。なお同財団は映像制作部署を設けており、モスクでの講義や
説教、また様々な催しを記録して Video CD で配布、販売している。 
(25) 実際、孤児院出身で現在アブー・ヌールに勤務しているスタッフも居る。 
(26) JICA・海外青年協力隊による日本文化紹介の活動。 
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